
Version 13 新機能概要



はじめに

• 本資料はRaySheet Version 13（2022年2月9日リリース）の
新機能の概要を説明するものです。



1. RaySheetPivotの追加

2. カスタム参照関係による関連オブジェクトの表示

3. 動的な入力制御を追加

4. アクションのパラメータを強化

5. ビューと列項目の説明機能を強化

6. 条件付き書式とスクロールの機能改善

7. ビュー設定を別環境に移行する場合にビューIDを保持

新機能一覧



RaySheetにピボットモード（RaySheetPivot）を追加

• 従来のシートモードに加えてピボットモードが利用可能

1. RaySheetPivotの追加
新機能

シートモード
Excel感覚でSalesforceのオブジェクトを一覧で編集・閲覧

ピボットモード（RaySheetPivot）
ピボットテーブルのように任意のグループでクロス集計

追加

Salesforce



Salesforceのデータ形式はそのままでピボットテーブルのようなクロス集計を実現

• ピボットテーブルのように画面レイアウトを柔軟に変更可能

• 任意のグループの値を集計することが可能

• 集計結果と詳細データ（Salesforceのレコード単位の表示形式）を1画面で確認可能

1. RaySheetPivotの追加
新機能

SalesforceBefore After
Salesforceの標準一覧 RaySheetPivotのビュー

ピボットエリア

詳細エリア



RaySheetPivotの３つの特長

1. RaySheetPivotの追加
新機能

ピボットエリアと詳細エリアを表示
• 1画面で集計値と詳細データを確認可能

レコードに登録されていない日付を表示
• ピボットエリアから新規レコードを登録可能

複数オブジェクトのデータを並べて表示
• 別オブジェクトのデータの比較確認が可能

詳細データの
合計値を表示

詳細エリアで
データ入力

未登録データを
空白表示

新規データを
登録可能

予算オブジェクト

実績オブジェクト



ユースケース

1. RaySheetPivotの追加
新機能

プロジェクトごとの工数管理
• 担当者ごとの月次工数を把握することが可能
• 詳細エリアで工数データを入力可能

売上実績のクロス集計
• 売上区分ごとに月次の売上実績を集計することが可能
• 月次の詳細データは画面下部で確認することが可能



2. カスタム参照関係による関連オブジェクトの表示

直接の参照関係を持たないオブジェクトに対して独自の参照関係を作成可能

• 関連オブジェクトに参照関係のないオブジェクトを表示することが可能

氏名 部署 取引先名

稲葉 勇 開発部 株式会社ヨグチ

遠藤 孝太郎 資材部 株式会社ヨグチ

及川 ひとみ 情報システム部 株式会社ヨグチ

商談名 フェーズ 取引先名

FG-0079 - 株式会社ヨグチ ニーズ把握 株式会社ヨグチ

PG-0376 - 株式会社ヨグチ 提案 株式会社ヨグチ

FG-0305 - 株式会社ヨグチ 提案 株式会社ヨグチ

FG-0544 - 株式会社ヨグチ 見積 株式会社ヨグチ

取引先名 電話

株式会社ヨグチ 03-5335-XXXX

取引先

取引先責任者

商談

直接の参照関係がない
オブジェクト カスタム参照関係

共通の項目をキーにして
独自の参照関係を作成

RaySheet標準画面

参照関係を持たないオブジェクト同士を
共通の項目で関連付けて連動して表示

新機能



2. カスタム参照関係による関連オブジェクトの表示

ユースケース
進行中の商談から過去の商談や問合せの情報を参照
• 同じ取引先の成立／失注商談の情報を表示
• 同じ取引先のケースを表示

タブで子オブジェクト
の表示切り替え

失注商談

ケース

カスタム参照関係

進行中の商談（親オブジェクト）

成立商談 失注商談 取合せ一覧

カスタム参照関係

取引先をキーに設定

（子オブジェクト）

新機能

成立商談



3. 動的な入力制御を追加
新機能

条件付き書式の「数式」でセルの入力属性を動的に設定可能

• 条件に一致する場合は任意の項目を読取専用や必須入力に設定することが可能

• 条件項目にレコードタイプを指定することも可能

フェーズが商談成立、失注の場合は
１行の全項目を読取専用に設定

条件付き書式と同じ管理画面
から設定を行う

書式スタイルを「数式」に
設定すると入力属性を設定可能

レコードタイプの設定値によって
入力対象項目を指定することが可能

必須入力

読取専用



4. アクションのパラメータを強化

RaySheetのアクションのパラメータでレコードページのIDを利用可能

• レコードページ内のRaySheetから実行するアクションでレコードページのIDを使用可能

• RaySheetのカスタムアクション/フローアクションで利用可能

ユースケース

• 商品一覧（価格表エントリ）で選択したレコードから見積明細レコードを一括作成

フローで見積明細のレコードを自動作成 数量の入力だけで
見積明細の作成が完了

表示している見積に関連する
見積明細をフローで作成

２つの情報をフローに渡して見積明細レコードを作成
① 見積レコード（見積明細の親レコード）のID
② 価格エントリの一覧で選択したレコードのID

①

②

新機能

追加
アクションのパラメータ
として利用可能



5. ビューと列項目の説明機能を強化
改善項目

① ビューの説明欄をリッチテキストエディタで編集可能

• 説明欄にリンクを張れば業務に関連するダッシュボードなどに簡単に移動可能

テキスト／リッチテキスト
の切替が可能

ビューの説明欄のリンクで
別ページに簡単に移動可能



5. ビューと列項目の説明機能を強化
改善項目

② Salesforceで設定したヘルプテキストをRaySheetでも表示

• ヘルプテキストでユーザに項目ごとの操作説明が可能

Salesforce

レコードページで
項目の説明を表示

Salesforceのヘルプテキストを設定していれば
RaySheetでも項目の説明を表示

情報アイコンを表示



6. 条件付き書式とスクロールの機能改善
改善項目

条件付き書式の改善

• グループ化の１行目に条件付き書式が適用された場合の動作を改善

RaySheet 12以前

グループ化の１行目が条件に一致すると
グループ化セルにも適用される

RaySheet 13

グループ化の１行目が条件に一致しても
グループ化セルには適用されない

グループ化のすべての行が条件に一致すると
グループ化セルにも適用される



6. 条件付き書式とスクロールの機能改善
改善項目

ピクセル単位でのスクロール移動が可能

• 画面スクロールの移動単位をセル／ピクセルから選択することが可能

行の高さ、列幅が大きいセルがあっても
任意の位置で画面スクロールを止めることが可能

スクロールの移動単位は
「高度なデザイン」で設定可能



7. ビュー設定を別環境に移行する場合にビューIDを保持
改善項目

Sandbox環境から運用環境へ移行しても同じビューIDを利用可能
• Visualforceページの「どこでもView」のIDを変更不要

※ 2つの環境に同じビューが存在して競合する場合はインポート時に選択するインポートポリシーによって異なるIDになる場合があります。

Sandbox環境

運用環境

RaySheetの移行前／後の別環境で
フォルダIDとビューIDが同じ値になる

どこでもViewのコードのIDは
RaySheetの移行前／後で
同じ値を利用可能

フォルダID

ビューID

移行前と同じ
フォルダID

移行前と同じ
ビューID

設定のエクスポートとインポート



7. ビュー設定を別環境に移行する場合にビューIDを保持
改善項目

本機能改善に伴う一部仕様変更について

以下のすべての条件に一致する場合、SOQLの修正が必要になる場合があります。

1. どこでもViewを利用して開発をしている。

2. SOQLでViewオブジェクトから直接ビューの一覧を取得している。

3. RaySheetの設定でフォルダのエクスポート/インポート操作を行っている。

詳細については以下のオンラインヘルプを参照してください。

• バージョン13以降でSOQLを使ったビュー取得の注意点

https://docs.raykit.mescius.jp/raysheet/ja/feature/component/develop_visualforce/soql/
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